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研究成果の概要（和文）：習慣は認知や行為の根本的な基盤をなす。しかし、現代の心の哲学と心の諸科学は、
人間経験における習慣の意義を適切に理解するための理論的枠組みを欠いている。そこで本研究では、認知科学
の分野で発達しているエナクティヴィズムの観点を基盤にして、現象学、プラグマティズム、日本哲学の伝統的
な思想を取り入れながら、人間経験のさまざまな局面における習慣の独自の役割を探求した。具体的には、①新
たな習慣概念の確立、②習慣を中核にすえた新たな心のモデルの確立、③心の科学に対する意義の考察という三
つの課題を設定して研究を推進した。

研究成果の概要（英文）：Habit forms the fundamental basis of cognition and action. However, current 
philosophy and sciences of the mind lack an appropriate theoretical framework to study its 
significance for human experience. This project explored the unique role of habits in various 
dimensions of experience based on the enactive approach, an approach to mind and cognition 
developing in the field of cognitive sciences, while incorporating insights from phenomenological, 
pragmatist, and Japanese traditions of philosophy. It was divided into three sub-topics: (1) 
Developing a novel conception of habits; (2) Developing a habit-centred model of the mind; (3) 
Exploring its implications for the sciences of the mind.

研究分野：認知科学の哲学、現象学、AIの哲学

キーワード： 習慣　わざ　身体性　エナクティヴィズム　生態心理学　物語的自己　世阿弥

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、心を一種のコンピュータ（情報処理装置）だとする支配的な見方に対して、心を生物学的な現象として理
解する試みが始まっており、そのなかで心と習慣の関係への注目も高まっている。本研究では、現象学、プラグ
マティズム、日本思想の観点を取り入れながら、習慣とはたんなる機械的な仕組みではなく、人間の目的論的な
性格を下支えするものであるという考え方の発展に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
習慣は認知や行為の根本的な基盤をなす。しかし、現代の心の哲学と心の諸科学は、人間経験に
おける習慣の独自の意義を適切に理解するための理論的な枠組みを欠いている。一方で、習慣と
は、特定の刺激に条件づけられた画一的な自動運動だという「機械論（mechanism）」的な解釈
を唱える人々がいる。他方で、それとは正反対に、習慣もまた知性的な認知プロセスの一形態だ
という「主知主義（intellectualism）」的な解釈を唱える人々がいる。しかし、どちらの立場を
とったとしても、心と習慣の関係を適切に理解することはできないように思われた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、現代哲学と認知科学で発達するエナクティヴィズムの観点を基盤にして、現象学、
プラグマティズム、日本思想に含まれる心理学・行為論の洞察を取り入れながら、人間経験に対
する習慣の独自の貢献を適切にとらえるための理論的枠組みを確立することを目的とした。具
体的には、第一に、習慣と知能の関係を考察することに取り組んだ。すなわち、習慣とは、機械
的に生じるだけの非目的論的なプロセスでもなく、概念的な知性が無意識のレベルで働いただ
けのものでもなく、知覚や情動の働きによって目的や規範にそくした振る舞いを実現する身体
的知能の核心をなすものだというアイデアを発展させることを試みた。第二に、習慣はたんに過
去に反復されてきた行動を再現するだけのものではなく、さまざまな局面において人間の行為
や認識を形成するものだという仮説を追求した。第三に、このように習慣を中核にすえた心のモ
デルが心の諸科学に対してもつ意義を明らかにすることを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、上記の三つの目的に対応して、①新たな習慣概念の確立、②習慣を中核にすえた新
たな心のモデルの確立、③心の科学に対する意義の考察という三つの課題を設定して研究を推
進した。哲学と心の科学、また、哲学の内部でもさまざまな思想的伝統を横断的に参照するため
に、プロジェクトにはさまざまなバックグラウンドをもつ研究者が参加した。研究活動は、各研
究参加者との共同研究、及び、各研究参加者の個人的な理論的研究を組み合わせる形で推進した。
当初は、研究集会や国際会議を開催してプロジェクトメンバー全体での議論を推進する予定だ
ったが、新型コロナウイルス感染症パンデミックの影響でそれらの企画は実行せず、研究代表者
と各参加者の共同研究を中心に活動した。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は、12 件の雑誌論文（日本語論文 4 件、英語論文 8 件）、4 件の書籍（分担執筆 4
件）、9 件の研究発表によって発表されている。以下、各課題における主な成果を抜粋して報告
する。 
 
 
【課題①：新たな習慣概念の確立】哲学や心理学では、習慣を機械論の観点から理解することが
一般的である。それによると、習慣とは、特定の刺激に対する反応として特定の決まった行動を
生成する自動的なプロセスである。一方で、現代哲学では、習慣を行為の手続きに関する信念が
自動的に利用されるようなプロセスとして理解する論者もいる。本研究では、これらの立場が行
為における習慣の役割をどれほど適切に捉えられているかを検討して、次のような問題点を明
らかにした(Miyahara & Robertson 2021; Cappuccio, Miyahara, and Ilundain-Agurruza 2020; 
Miyahara, Ransom, & Gallagher 2020)。第一に、習慣は目的論的な性格をもつ。特定の決まっ
た行動を生み出すものではなく、特定のタイプの状況に対して特定のタイプの行為を生み出す
ものである。第二に、習慣には知覚的・情動的な性格がある。習慣がえられると、たんに特定の
タイプの行動が自発的に作られるようになるだけでなく、環境に対する知覚的・情動的な応答に
も違いが生じる。つまり、習慣は、たんに身体的な行動を生成するためのメカニズムではなく、
世界を認識する心を形成するものなのである。以上のような見方は、メルロ゠ポンティの現象学、
デューイのプラグマティズム、そして現代のエナクティヴィズムにおいて共通している。 
 
 
【課題②：習慣を中核にすえた新たな心のモデルの確立】【②－1：わざと習慣の関係】わざと習



慣は、どちらも非反省的な行為を生み出す点では共通しているが、一方で、その本性は全く違っ
ているという見方がある。それによると、わざは状況への柔軟な適応を可能にするものであり、
習慣は硬直した画一的な運動を生み出すものでしかない。他方で、熟練の技とは反復によって習
慣化した技能実践にほかならないという見方がある。その代表格は、現代の現象学的哲学者 H・
ドレイファスの技能実践の理論である。本研究では、ドレイファスの技能実践論の基本的な方向
性に賛同しながら、それを世阿弥の芸道論、とくに「初心」の概念の観点から批判的に検討し、
ドレイファスの理論が健康で力強い身体像を暗黙の前提としていることを明らかにした
（Miyahara 2022）。これは習慣とわざの関係を適切に理解するためには、それを支える身体のあ
り方との関係性を考慮する必要があることを示している。また、世阿弥の芸道論における「離見
の見」の概念を生態学的心理学の観点から考察する文化横断的な手法によって、技能実践に含ま
れる知覚的な習慣を明らかにすることにも取り組んだ（Miyahara & Segundo-Ortin 2022）。近
年、技能実践における心の働きに関する学際的な研究が多く行われているが、本研究は、この分
野の議論に実質的な内容と方法論の両面において独自の貢献をなすものである。【②－2：共感の
習慣的基盤】現代哲学や心理学では、共感とは、相手の心の状態を自分の心のなかで想像する作
用（心的シミュレーション）として捉える。それに対して、本研究では、共感は他者とのインタ
ラクションに関連する習慣に基盤をもつ働きであるという新たな考え方を構築した(Miyahara & 
Hayakawa 2021)。とくに重要なのは、他者に対して受容的（receptive）な態度で臨む習慣であ
る。これは他者に関する想像が独りよがりのものではなく、相手のニーズに寄り添ったものにす
ることに貢献する。【②－③：自己意識と習慣の関係】もともと予定していたテーマではなかっ
たが、物語的な自己意識の発達における習慣の役割に関する考察も進めた（Miyahara & Tanaka 
under review）。自己意識は身体性と物語性を二つの性格としてもつが、そのふたつのあいだの
関係はまだ十分に解明されていない。本研究では、身体の習慣性（環境との相互作用の歴史を通
じて習慣を形成する傾向性）に注目するメルロ゠ポンティの身体論を用いて、物語的自己意識が
（従来の研究では指摘されてこなかったような仕方で）複線的に身体性に依存していることを
主張した。すなわち、物語的な自己意識は形式・内容の両面において習慣的な行動や経験のパタ
ーンの影響を受けている。また、自己物語を語るという実践はそれ自体が社会的・文化的な習慣
に基づいた、状況に埋め込まれた身体的な実践である。 
 
【課題③：心の科学に対する意義の考察】内観というテーマに注目して、哲学と科学を横断する
研究を推進した。内観は、個人が自分の心の内面を振り返ってそこで起きていることを報告する
働きだと理解するのが一般的である。しかし、現象学における反省のモデルに基づけば、内観は
世界に対する習慣的な態度を一時中断（エポケー）することなしには成立しない。本研究では、
このような一時中断のプロセスの存在を実証できるのか、これは具体的にどのようなプロセス
であるのかを、哲学と神経科学を融合した手法によって研究した。新型コロナウイルス感染症パ
ンデミックの影響で実験実施に難航したため、プロジェクト期間内に研究成果を一般に公表で
きていないが、有力な脳計測データをえることができた(Nishida, Hamada, Niikawa,& Miyahara 
manuscript)。 
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